
は
じ
め
に

一　

城
峰
神
社
・
城
峰
山
概
況

二　

城
峰
神
社
を
支
え
る
人
々

三　

城
峰
神
社
の
春
季
大
祭
と
城
峰
講
・
御
眷
属
拝
借

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　

全
国
に
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
を
信
仰
対
象
と
し
て
祀
る
、
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ヌ
サ
マ
信

仰
寺
社
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る）

1
（

。
特
に
埼
玉
県
秩
父
地
方
に
は
、
そ
の
よ
う
な
寺

社
が
大
変
多
い）

2
（

。
ち
な
み
に
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
寺
社
と
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
を
山
の

神
の
「
使
い
」「
御
眷
属
」
も
し
く
は
「
警
護
者
」
と
し
て
位
置
付
け
、
そ
れ
を
信

仰
対
象
と
し
て
崇
め
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
に
関
す
る
言
説
を
自
己
の
信
仰
・
思
想
・
哲
学

の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
寺
社
の
こ
と
で
あ
る）

3
（

。
そ
れ
ら
の
寺
社
で
、
ま
ま
見
ら
れ

る
現
象
と
し
て
、
狼
の
護
符
の
頒
布
、
信
仰
対
象
で
あ
る
狼
に
関
す
る
儀
礼
・
神
事

の
存
在
、
狼
像
の
奉
納
事
象
、
信
仰
集
団
の
存
在
、
狼
信
仰
に
関
わ
る
由
緒
の
存

在
、
寺
社
の
周
縁
部
に
狼
に
関
す
る
伝
承
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
う
埼
玉
県
秩
父
市
吉
田
石
間
に
位
置
す
る
城
峰
神
社
も
、
先

に
挙
げ
た
現
象
が
見
ら
れ
る
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
寺
社
の
一
つ
で
あ
る）

4
（

。

　

次
に
本
稿
の
課
題
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
全
体
像

を
描
く
た
め
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
寺
社
の
事
例
を
、
現
在
、
秩
父
地
方
を
中
心
に
収

集
し
て
い
る）

5
（

。
今
ま
で
、
寺
社
や
そ
の
寺
社
の
信
仰
対
象
と
な
っ
て
い
る
山
岳
な
ど

の
事
例
を
、
網
羅
的
に
収
集
す
る
よ
う
心
が
け
て
き
た
。
本
稿
で
、
城
峰
神
社
、
城

峰
山
を
取
り
扱
い
、
紹
介
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

本
稿
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
い
ず
れ
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
先
に
掲
げ
た
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
全
体
像
を
描
く
作
業
を
し
た
く
考
え
て
い

る
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
城
峰
神
社
、
城
峰
山
に
関
す
る

文
献
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
上
、
過
疎
化
に
よ
り
神
社
を
支
え

る
氏
子
や
、
城
峰
講
は
激
減
し
て
い
る
。
城
峰
神
社
、
城
峰
山
を
め
ぐ
る
歴
史
、
文

化
の
記
憶
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
歴
史
と
文
化
を
現
段
階
で
分
か
る
範

囲
で
書
き
留
め
て
お
く
こ
と
が
、
本
稿
の
二
つ
目
の
課
題
と
な
る
。
文
献）

6
（

と
聞
き
取

り
）
7
（

か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。

一
　
城
峰
神
社
・
城
峰
山

（
１
）
城
峰
神
社
の
施
設

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
城
峰
神
社
と
城
峰
山
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。
城
峰
神

社
は
、
秩
父
市
吉
田
石
間
に
位
置
す
る
神
社
で
あ
り
、
埼
玉
県
秩
父
市
、
同
皆
野
町
、

同
神
川
町
に
ま
た
が
る
城
峰
山
（
標
高
一
〇
三
八
㍍
）
の
山
頂
か
ら
三
〇
〇
㍍
ほ
ど

秩
父
市
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
の
歴
史
と
信
仰

西
　
村
　
敏
　
也
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下
っ
た
場
所
に
鎮
座
し
て
い
る
（
写
真
１
）。
城
峰
山
は
、
古
く
か
ら
山
岳
信
仰
の

霊
山
と
し
て
知
ら
れ
、
西
秩
父
の
雄
と
も
呼
ば
れ
る
名
山
で
あ
る
。
秩
父
山
地
の
中

で
も
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
存
在
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
２
）。
山
頂
に
は
一
等
三
角

点
、
電
波
塔
が
あ
り
電
波
塔
下
部
が
展
望
台
に
な
っ
て
い
る）

8
（

。

　

次
に
、
城
峰
神
社
の
境
内
地
に
関
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。
神
社
の
あ
る
場
所
は
、

遙
拝
施
設
、
里
宮
の
場
所
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
城
峰
神
社
の
境
内
は
、
山

腹
な
の
に
風
も
吹
か
ず
、
暖
か
い
と
言
わ
れ
、
降
雪
し
て
も
、
す
ぐ
に
溶
け
て
し
ま

う
と
い
う
。
先
人
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
、
こ
の
場
所
に
神
社
を
創
建
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
参
道
の
杉
並
木
は
、
明
治
維
新
の
頃
、
植
林

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
成
長
し
た
杉
・
檜
に
境
内
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
そ
の
下
に
日
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
な
り
、
寒
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

か
つ
て
は
、
山
頂
か
ら
半
納
集
落
の
境
ま
で
、
社
家
の
個
人
地
で
あ
っ
た
。
土
地

利
用
に
関
し
て
、
社
家
へ

そ
の
度
に
連
絡
し
て
許
可

を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
建
造
物
の
建

築
、
木
の
伐
採
や
再
造
林

な
ど
の
植
林
に
つ
い
て
で

あ
る
。
不
便
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
秩
父
市
と
吉
田

町
が
合
併
し
た
平
成
一
七

年
（
二
〇
〇
五
）
頃
、
町

長
に
お
願
い
し
て
、
秩
父

市
で
買
い
上
げ
て
も
ら

い
、
秩
父
市
の
自
然
公
園
と
な
り
、
管
理
が
神
社
へ
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
加

藤
仁
男
氏
談
）。

　

ま
た
、
現
在
の
社
務
所
は
（
写
真
３
）、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
新
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
氏
子
ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
人
に
よ
っ
て
は
百
万

円
を
出
し
た
人
も
い
る
。
行
政
な
ど
か
ら
援
助
は
受
け
ら
れ
な
い
の
で
、
資
金
集
め

は
大
変
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
境
内
外
の
建
築
物
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
石
間
の
入
口
の
と
こ
ろ
に
建
つ

記
念
碑
は
、
城
峰
神
社
創
建
千
年
の
時
、
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
一
七
年

（
一
九
四
二
）
の
こ
と
で
、
東
京
に
あ
る
城
峰
講
で
結
成
し
た
「
城
峰
山
を
偲
ぶ
会
」

が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る
。
氏
子
達
も
建
立
に
際
し
、
作
業
を
お
こ
な
っ
た
と
い
う

（
加
藤
仁
男
氏
談
）。

　

ま
た
、
城
峰
神
社
ま
で
の
参
道
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
半
納
登
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（写真１）城峰神社拝殿

（写真２）城峰神社から秩父山地を望む

（写真３）社務所（内部）



山
口
と
男
衾
（
お
ぶ
す
ま
）
登
山
口
（
半
納
登
山
口
か
ら
登
っ
て
道
に
合
流
す
る
）

か
ら
登
る
表
参
道
コ
ー
ス
、
も
う
一
つ
が
、
中
郷
登
山
口
と
漆
木
登
山
口
（
途
中
で

合
流
す
る
）
か
ら
登
る
南
尾
根
コ
ー
ス
で
あ
る
。
南
尾
根
コ
ー
ス
は
健
脚
向
き
で
、

表
参
道
コ
ー
ス
の
ほ
う
が
登
り
や
す
い
。
加
藤
仁
男
氏
は
、
か
つ
て
、
半
納
ま
で
車

で
登
り
、
駐
車
し
た
後
、
表
参
道
コ
ー
ス
を
徒
歩
で
登
り
、
神
社
へ
出
か
け
た
と
い

う
。
戦
前
は
、
各
集
落
か
ら
す
べ
て
徒
歩
で
登
っ
て
い
た
。（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
２
）
城
峰
神
社
の
湧
水

　

城
峰
山
は
花
崗
岩
か
ら
出
来
た
山
岳
で
、
そ
こ
を
濾
過
し
た
水
は
、
様
々
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
含
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
元
は
も
と
よ
り
、
湧
水
の
愛
好
家
の
間
で

も
優
れ
た
湧
水
と
し
て
大
変
有
名
で
あ
る
。
矢
納
の
城
峰
神
社
が
あ
る
埼
玉
県
神
川

町
側
に
は
、
古
く
よ
り
御
神
水
と
し
て
重
用
さ
れ
て
き
た
「
神
泉
水
」
が
あ
る）

9
（

。
そ

の
湧
水
は
、
地
元
の
醤
油
醸
造
企
業
の
「
株
式
会
社
ヤ
マ
キ
」
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、

醤
油
、
豆
腐
製
造
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
地
域
お
こ
し
に
一
役
買
っ
て
い
る）

10
（

。
ま

た
、
皆
野
町
側
に
は
林
道
沿
い
に
「
城
峰
林
道
の
湧
水
群
」
が
あ
る）

11
（

。

　

そ
し
て
、
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
側
か
ら
も
良
質
の
湧
水
が
湧
出
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
昔
は
、
城
峰
神
社
境
内
の
二
ヶ
所
に
井
戸
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
城
峰
山
の

湧
水
が
貯
留
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
頂
か
ら
の
高
低
差
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
山
腹
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
湧
出
し
て
い
た
の
は
不
思
議
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
湧
水

は
、
周
辺
村
落
で
日
照
り
が
あ
っ
た
時
に
「
お
水
借
り
習
俗
」
と
し
て
、
汲
み
に
来

た
雨
乞
い
の
水
で
も
あ
っ
た）

12
（

。
二
ヶ
所
の
う
ち
、
一
ヶ
所
は
城
峰
山
の
真
下
で
神
社

境
内
と
の
間
に
あ
っ
た
「
お
池
」
と
呼
ば
れ
る
湧
水
で
あ
る
。
も
う
一
ヶ
所
は
、
境

内
で
神
社
か
ら
見
て
右
手
下
へ
五
〜
十
分
下
り
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
昔
は
、
二
ヶ
所

の
井
戸
に
直
接
水
汲
み
に
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
湧
水
が
あ
っ
た
お
陰
で
、
古
く
か

ら
神
職
、
社
守
が
こ
の
地
に
住
ん

で
生
活
が
で
き
た
と
言
え
る
。

　

昔
は
、
春
季
大
祭
な
ど
の
時

は
、
水
汲
み
当
番
が
役
と
し
て
設

け
ら
れ
、
特
に
下
の
井
戸
に
必
要

な
水
を
汲
み
に
何
度
も
行
っ
た
と

い
う
。
そ
の
後
、
上
、
下
の
井
戸

水
は
社
務
所
ま
で
ポ
ン
プ
で
送
水

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

春
季
大
祭
時
に
、
あ
ま
り
に
大
量

の
水
を
利
用
す
る
の
で
、
吉
田
町

が
給
水
車
を
出
し
て
、
石
間
在
住

の
町
職
員
が
運
転
し
、
浄
水
所
と
城
峰
山
の
間
を
何
往
復
も
し
て
水
を
運
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
埼
玉
県
が
城
峰
山
の
材
木
の
間
伐
事
業
を
お
こ
な
っ
た
際
、
湧
水
を
貯

蓄
す
る
タ
ン
ク
を
造
っ
た
。
タ
ン
ク
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
水
が
、
い
つ
も
垂
れ
て
い
る

状
態
だ
っ
た
と
い
う
。
湧
水
は
、
タ
ン
ク
か
ら
社
務
所
脇
へ
引
か
れ
、
社
務
所
脇
に

は
石
垣
と
受
け
台
が
造
ら
れ
、
簡
便
に
水
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

「
城
峰
山
銘
水 

岩
清
水
」
と
名
付
け
た
と
い
う
（
写
真
４
）。

　

そ
の
後
、
上
水
道
が
社
務
所
へ
引
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
の
下
の
浄
水
所
か

ら
配
管
さ
れ
、
タ
ン
ク
に
貯
蓄
さ
れ
、
蛇
口
か
ら
水
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た）

13
（

。
上
水

道
が
整
備
さ
れ
た
後
も
、
湧
水
は
利
用
さ
れ
た
が
、
猪
な
ど
の
獣
の
糞
尿
が
混
ざ
り

水
質
が
汚
染
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
、
湧
水
の
使
用
は
で
き
な
く

な
り
、
閉
鎖
さ
れ
た
。
現
在
は
、
石
垣
と
受
け
台
が
残
る
の
み
で
あ
る
（
写
真
３
）。
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（写真４）湧水の石垣と受け台



（
３
）
城
峰
神
社
・
城
峰
山
の
歴
史
と
伝
承

　

ま
た
、
城
峰
山
に
は
、
平
将
門
伝
説
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
神
社
の
起
源
の
伝
承
と

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
原
秀
郷
に
追
わ
れ
た
将
門
は
、
わ
ず
か
な
部
下
を
率

い
て
城
峰
山
の
洞
窟
（
将
門
の
隠
れ
窟
と
呼
ば
れ
て
い
る
）
に
立
て
籠
も
っ
た
が
、

側
室
で
あ
っ
た
桔
梗
に
敵
に
密
告
さ
れ
、
将
門
は
襲
撃
さ
れ
絶
命
し
た
と
い
う
伝
承

で
あ
る
。
将
門
は
桔
梗
を
切
り
捨
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
故
か
、
現
在

で
も
城
峰
山
で
は
、「
桔
梗
」
の
花
が
咲
か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
社
記
に
よ
れ

ば
、
当
社
の
創
建
は
、
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
に
、
将
門
を
討
ち
取
っ
た
秀
郷
が
、

現
在
の
当
社
の
境
内
と
考
え
ら
れ
る
山
頂
下
の
平
地
に
藤
原
氏
氏
神
の
春
日
四
神
を

祀
り
、
高
岩
に
サ
ル
タ
ヒ
コ
を
祀
り
奥
宮
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
祀
り
中
宮
と
定
め
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
社
は
、
秀
郷
が
将
門
の
霊
を
鎮
め
る
こ
と
を
目
的

に
創
建
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
近
世
に
は
、
城
峰
山
長
伝
寺
（
曹
洞
宗
）
が
別

当
寺
で
あ
っ
た
。
同
寺
で
は
、
将
門
の
守
り
本
尊
で
あ
る
十
一
面
観
音
を
祀
り
、
そ

の
御
眷
属
が
「
お
猫
さ
ま
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
お
猫
さ
ま
の
貸
し
出
し
も
お
こ
な

わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
近
代
に
な
る
と
、
当
社
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
村
社

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
に
は
、
社
殿
・
神
楽
殿
・
社
務
所

が
再
建
さ
れ
て
い
る）

14
（

。

二
　
城
峰
神
社
を
支
え
る
人
々

（
１
）
社
家
・
宮
司
・
社
守
・
神
職

　

城
峰
神
社
の
社
家
（
高
岸
家
）
は
、
戦
前
に
当
地
を
離
れ
、
秩
父
市
街
地
へ
転
出

し
て
し
ま
っ
た
。
家
屋
敷
も
処
分
し
て
、
完
全
に
当
地
か
ら
離
れ
た）

15
（

。
社
家
が
い
な

く
な
っ
て
か
ら
は
、
宮
司
不
在
の
状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
上

吉
田
の
神
社
で
宮
司
を
し
て
い
た
、
現
新
井
直
行
家
が
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新

井
直
行
氏
で
三
代
目
と
な
る
。

　

直
行
氏
の
父
親
の
新
井
啓
氏
は
、
そ
の
父
親
よ
り
昭
和
二
一
〜
二
二
年
（
一
九
四

六
〜
一
九
四
七
）
頃
、
引
き
継
ぎ
、
直
行
氏
は
、
啓
氏
が
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）

に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
〇
五
）
引
き
継
い
だ）

16
（

。
啓
氏
の
代
に

な
る
と
本
務
は
三
峰
神
社
と
な
り
（
直
行
氏
の
本
務
は
秩
父
神
社
）、
新
井
家
は
、

秩
父
市
街
地
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
祭
礼
の
時
な
ど
、
特
別
の
用
事
が
無
い
限
り
、

余
り
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
日
常
の
社
務
は
、
か
つ
て
は

社
守
が
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

社
守
は
、
戦
前
は
、
漆
木
集
落
の
人
が
お
こ
な
っ
て
い
た）

17
（

。
そ
の
後
、
中
郷
集
落

の
磯
田
正
平
氏
が
、
そ
の
後
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
頃
か
ら
、
半
納
の
新
井

相
作
氏
が
夫
婦
で
、
社
務
所
に
住
ん
で
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
昭
和
四
〇
年
（
一

九
六
五
）
頃
、
新
井
啓
氏
は
、
三
峰
神
社
に
勤
め
て
い
て
親
し
か
っ
た
同
僚
の
坂
本

高
栄
氏
を
城
峰
神
社
へ
連
れ
て
き
て
、
社
務
を
任
せ
た
。
坂
本
氏
は
、
城
峰
神
社
へ

住
み
込
ん
で
社
務
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
坂
本
氏
は
、
秩
父
郡
両
神
村
の
出
身

だ
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
社
務
所
ト
イ
レ
が
あ
る
場
所
に
、
当
時
は
木
造
二
階
建
て

の
建
物
が
あ
り
、
二
階
を
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
利
用
の
た
め
に
一
般
に
貸
し
出
し
て
い

た
が
、
そ
の
一
階
を
住
居
と
し
た
。
社
務
の
他
、
キ
ャ
ン
プ
の
手
続
き
は
観
光
協
会

の
管
轄
で
あ
っ
た
が
、
坂
本
氏
に
任
せ
た
。
坂
本
氏
は
、
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
歩
き
を
基
本
に
移
動
し
て
い
た
。
石
間
入
り
口
か
ら
神
社
ま
で
約
八
㌔
㍍
の

距
離
が
あ
る
が
、
歩
い
て
往
復
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
長
距
離
で
移
動
す
る
時

は
、
帰
り
は
半
納
集
落
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅
し
て
、
そ
の
後
神
社
ま
で
歩
く
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
坂
本
氏
は
、
当
初
、
母
親
と
妻
の
三
人
で
暮
ら

し
て
い
た
が
、
最
後
は
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
た
。
加
藤
仁
男
氏
は
、
元
旦
祭
で
神
社

へ
行
く
時
、
奥
さ
ん
の
作
っ
た
お
節
料
理
な
ど
を
持
っ
て
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
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後
、
坂
本
氏
は
ひ
っ
そ
り
と
亡
く
な
っ
た）

18
（

。

　

そ
の
後
、
沢
戸
集
落
の
元
会
長
で
あ
っ
た
新
井
隆
一
氏
が
、
神
職
資
格
は
な
い
が
、

神
事
を
担
当
し
た
と
い
う
。
神
職
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
し
た
が
、
年
齢
制
限
か
ら

取
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
五
年
ほ
ど
社
務
を
勤
め
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
神
職
不
在
の
状
態
が
続
き
、
氏
子
の
間
で
は
、
誰
か
に
神
職
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
新
井
貞
雄
氏
が
会
長
の
時
、
新
井
進

氏
に
白
羽
の
矢
が
立
ち
、
会
長
が
新
井
進
氏
に
薦
め
、
新
井
進
氏
は
了
承
し
た
。
進

氏
は
、
漆
木
在
住
で
あ
る
。
進
氏
の
住
む
漆
木
の
鎮
守
で
あ
る
諏
訪
神
社
に
は
、
奉

納
行
事
と
し
て
の
神
楽
が
あ
り
、
氏
子
は
舞
手
と
な
る
。
漆
木
の
神
楽
は
、
城
峰
神

社
の
祭
礼
に
も
奉
納
さ
れ
る
が
、
進
氏
も
神
楽
の
舞
手
で
あ
っ
た
。
神
社
と
の
縁

は
、
深
か
っ
た
の
で
あ
る
。
新
井
進
氏
は
大
手
電
気
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
た
が
、

様
々
な
資
格
を
得
て
、
退
職
後
の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
依

頼
し
た
の
で
あ
る
。
了
承
し
た
進
氏
は
、
神
職
免
許
を
取
得
す
る
た
め
、
二
年
連
続

で
、
夏
に
京
都
へ
講
習
を
受
け
に
出
か
け
、
見
事
神
職
資
格
を
取
得
し
た
。
現
在

は
、
日
常
、
農
業
を
し
つ
つ
、
社
務
を
勤
め
て
い
る
。

　

現
在
、
新
井
進
氏
は
、
毎
週
日
曜
日
は
神
社
に
詰
め
、
権
祢
宜
と
し
て
の
職
務
を

果
た
し
て
い
る
。
城
峰
神
社
の
祭
礼
の
神
事
の
執
行
の
他
、
石
間
に
あ
る
神
社
、
氏

子
の
地
鎮
祭
、
神
葬
祭
な
ど
の
神
事
も
執
り
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
常
は
、
朝
の

祝
詞
、
祭
礼
準
備
、
護
符
頒
布
、
社
殿
・
社
務
所
・
境
内
の
掃
除
や
草
刈
り
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
半
納
か
ら
城
峰
神
社
ま
で
の
参
道
、
神
社
へ
至
る
街
道
、

以
前
は
そ
う
で
も
な
か
っ
た
が
、
近
年
は
城
峰
へ
の
登
山
客
が
埼
玉
県
道
二
八
四
号

の
道
路
も
利
用
す
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
掃
除
、
草
刈
り
も
お
こ
な
っ
て
い
る）
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進
氏

が
神
職
に
な
っ
た
時
、
装
束
を
購
入
し
た
が
、
そ
の
他
は
進
氏
が
自
費
で
購
入
し
て

い
る
。
進
氏
の
社
務
に
対
し
て
、
観
光
協
会
か
ら
管
理
手
当
が
出
て
は
い
る
も
の

の
、
進
氏
は
そ
れ
以
上
の
働
き
を
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
氏
子
組
織
と
城
峰
山
観
光
協
会

　

か
つ
て
、
城
峰
神
社
の
氏
子
区
域
は
、
城
峰
山
山
麓
の
石
間
の
他
、
日
野
沢
（
皆

野
町
）、
児
玉
な
ど
広
域
に
展
開
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
神
社
維
持
に
関
し

て
、
問
題
が
起
き
て
、
石
間
以
外
は
手
を
引
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
石
間
の
氏
子

の
み
に
よ
っ
て
、
城
峰
神
社
が
維
持
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
て
、
石
間
は
、
五
つ
の
集
落
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
城
峰
神
社
に
近
い
順
に
、

半
納
、
沢
戸
、
中
郷
、
漆
木
、
沢
口
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
半
納
、
沢
戸
は
、
そ

れ
以
外
の
集
落
か
ら
城
峰
神
社
の
宮
本
と
言
わ
れ
、
他
の
集
落
よ
り
氏
子
度
が
高
い

地
域
と
な
っ
て
い
る
。
他
三
集
落
も
城
峰
の
氏
子
意
識
は
も
ち
ろ
ん
持
っ
て
い
る
が
、

各
集
落
に
あ
る
鎮
守
へ
の
思
い
が
強
く
、
や
は
り
、
半
納
、
沢
戸
と
は
少
し
状
況
が

違
っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
石
間
全
体
で
現
在
百
二
十
軒
ほ
ど
の
家
が
あ
る
が
、

一
人
世
帯
も
増
え
、
過
疎
化
が
進
行
し
て
お
り
、
神
社
の
担
い
手
も
減
少
し
て
き
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
、
城
峰
神
社
の
組
織
と
そ
の
役
員
に
関
し
て
み
て
お
こ
う
。
神
社
の
神
社
総

代
会
（
氏
子
組
織
）、
城
峰
山
観
光
協
会
（
以
下
、
観
光
協
会
）
は
、
ほ
ぼ
一
つ
の

組
織
で
あ
る
。
神
社
総
代
会
の
総
代
は
、
各
区
か
ら
一
人
ず
つ
選
出
さ
れ
、
役
職
に

就
く
。
そ
の
と
り
ま
と
め
役
が
神
社
総
代
長
で
あ
る
が
、
観
光
協
会
長
も
兼
任
し
て

い
る
。
現
在
、
観
光
協
会
会
長
と
し
て
の
職
務
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
か
、
氏
子

ら
は
日
常
的
に
「
会
長
」
と
呼
ん
で
い
る）

20
（

。
ち
な
み
に
、
観
光
協
会
は
、
昭
和
三
三

年
（
一
九
五
八
）
年
に
、
行
政
か
ら
声
が
け
が
あ
っ
て
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
る）

21
（

。

現
在
、
神
社
総
代
会
、
観
光
協
会
に
は
、
会
長
（
神
社
総
代
長
）
が
一
名）

22
（

、
副
会
長

二
名
、
会
計
一
名
の
都
合
四
名
の
役
職
が
あ
り
、
神
社
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る）

23
（

。
実
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は
、
か
つ
て
は
、
役
員
は
五
名
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
前
の
こ
と
、
半
納
の
家
が
十

軒
を
割
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
役
員
を
勤
め
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
残
り
の
四
つ
の
集
落
か
ら
、
役
員
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

会
長
始
め
、
役
は
当
番
で
持
ち
回
り
さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
二
年
で
あ
る
。
か
つ

て
は
、
選
挙
で
決
め
て
い
た
が
、
こ
こ
十
年
く
ら
い
前
か
ら
（
新
井
久
雄
会
長
時
か

ら
）
持
ち
回
り
に
な
っ
た
。
会
長
に
関
し
て
は
、
次
期
会
長
に
な
る
人
は
、
会
長
に

な
る
前
の
一
年
間
副
会
長
を
勤
め
、
会
長
の
仕
事
を
覚
え
て
か
ら
会
長
職
に
臨
む
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
役
員
は
、
同
時
に
宗
教
法
人
の
責
任
総
代
と
し
て
登
録

さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
三
年
任
期
と
な
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
、
会
長
、
副
会
長
、
会
計
の
役
は
、
半
納
、
沢
戸
の
二
集
落
で
引
き
受

け
て
い
た
と
い
う
。
神
社
に
近
く
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
氏
子
度
が
高
く
、
神
社
と

の
縁
が
深
い
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
神
社
に
近
い
集
落
ほ
ど
不
便
で
あ

り
、
過
疎
化
が
進
展
し
、
皮
肉
に
も
前
記
し
た
よ
う
に
半
納
が
役
を
勤
め
ら
れ
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
集
落
で
は
、
町
内
会
組
織
の
役
で
あ
る
区
長
、
代
理
者
、
祭
事
を
二
年

お
き
に
選
出
す
る
。
改
選
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
集
落
ご
と
に
違
う
。
こ
れ
ら
の
役
も
神

社
運
営
に
お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

三
　
城
峰
神
社
の
春
季
大
祭
と
城
峰
講
・
御
眷
属
拝
借

（
１
）
城
峰
講
と
春
季
大
祭

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
城
峰
神
社
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
寺
社
で
あ
る
。
城
峰
神

社
に
は
、
古
く
よ
り
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
城

峰
神
社
に
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
発
生
の
起
源
の
理
由
と
し
て
、
秩
父
地
方
の
他
の

オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
ゆ
か
り
の
神
社
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
伝
承
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
同
じ
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
近

隣
の
吉
田
椋
神
社
、
神
川
町
矢
納
の
城
峰
神
社
に
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
伝
承
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
故
に
、
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
に
も
、
か
つ
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
伝
承

が
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
現
在
中
心
で
あ
る
三
峰
神
社
で
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰

を
最
初
に
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
、
三
峰
山
中
興
の
祖
と
称
え
ら
れ
て
い
る
住
職
日
光

の
出
身
地
は
、
吉
田
で
あ
っ
た
。
日
光
は
、
上
吉
田
の
太
田
部
の
朝
日
屋
と
い
う
造

り
酒
屋
に
生
ま
れ
た）
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そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
当
地
は
古
く
よ
り
、
オ
イ
ヌ
サ
マ

信
仰
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
文
献
上
で
近
世
に

は
、
春
先
に
は
、
長
伝
寺
で
オ
イ
ヌ
サ
マ
の
御
眷
属
が
貸
し
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

確
認
で
き
る
。

　

さ
て
、
城
峰
神
社
へ
御
眷
属
拝
借
（
オ
イ
ヌ
ガ
エ
）
の
た
め
に
、
一
年
に
一
度
登

拝
す
る
信
仰
集
団
が
、
城
峰
講
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
圏
は
、
か
つ
て
は
、
城
峰
山
麓
、

秩
父
市
内
、
皆
野
町
日
野
沢
、
本
庄
、
深
谷
（
以
上
埼
玉
県
）、
群
馬
県
の
高
崎
、

前
橋
な
ど
広
域
に
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、
講
の
活
動
は
徐
々
に
鈍
り
、
そ
の
数

は
、
近
年
は
激
減
し
て
い
る
。

　

城
峰
講
の
登
拝
形
式
は
、
代
参
が
多
い
。
講
の
オ
ヒ
マ
チ
な
ど
の
集
会
で
、
講
員

間
で
、
く
じ
な
ど
を
引
い
て
、
代
参
者
を
選
ぶ
。
概
ね
二
〜
三
人
程
度
の
代
参
者

が
、
五
月
三
日
（
か
つ
て
は
、
五
月
二
日
）
の
春
季
大
祭
を
中
心
と
し
た
期
日
に
登

拝
す
る
。
代
参
者
は
、
古
い
御
眷
属
を
講
で
設
置
し
て
い
る
祠
か
ら
取
り
出
し
、
神

社
へ
行
っ
て
提
出
し
、
引
き
替
え
に
新
し
い
御
眷
属
を
拝
借
し
、
同
時
に
付
札
も
受

け
て
く
る
。
そ
れ
ら
を
地
元
に
持
ち
帰
り
、
御
眷
属
は
講
の
祠
へ
納
め
、
付
札
は
、

講
員
宅
へ
配
布
す
る
。
付
札
は
、
御
利
益
に
応
じ
て
、
火
除
け
、
盗
賊
除
け
、
お
姿
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が
あ
り
、
講
員
は
、
効
果
が
あ
る
よ
う
、
火
除
け
の
札
を
台
所
、
盗
賊
除
け
の
札

を
、
戸
口
に
貼
る
な
ど
し
た
。
代
参
の
帰
山
を
待
っ
て
、
オ
ヒ
マ
チ
を
お
こ
な
う
講

も
多
か
っ
た）

25
（

。

　

一
般
的
に
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
は
、
害
獣
除
け
、
火
難
除
け
、
盗
難
除
け
な
ど
の
御
利

益
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
も
同
様
で
あ
る
。
吉
田
石
間
の

城
峰
神
社
の
城
峰
講
は
、
埼
玉
、
群
馬
に
多
く
存
在
し
て
い
る
。
特
に
、
群
馬
で
展

開
し
て
い
る
理
由
は
、
近
世
よ
り
養
蚕
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
養
蚕
の
大

敵
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
を
、
城
峰
神
社
の
御
眷
属
に
よ
っ
て
退
治
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈

願
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
現
代
は
、
地
域
の
伝
統
性
の
衰
退
、
団
塊
世
代
の
個
人
主
義
か
ら
の
民
間

信
仰
離
れ
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
、
旅
行
の
個
人
化
か
ら
の
参
詣
離
れ
、
養
蚕
の
衰

退
な
ど
、
様
々
な
要
因
か
ら
、
城
峰
講
な
ど
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
講
は
、
急
速
に
衰
退
し

て
き
て
い
る
。
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
の
城
峰
講
に
お
い
て
は
、
現
在
で
も
登
拝
を

続
け
て
い
る
講
は
、
十
講
程
度
ま
で
減
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
続
い
て
御
眷
属
拝
借
お
こ
な
う
春
季
大
祭
に
つ
い
て
、
準
備
の
段
階

か
ら
記
述
し
た
い）

26
（

。

（
２
）
春
季
祭
礼
前
の
準
備

　

城
峰
神
社
は
、
元
旦
祭
、
節
分
祭
、
祈
念
祭
（
二
月
二
三
日
）、
春
季
大
祭
、
秋

季
大
祭
（
一
〇
月
二
日
）、
新
嘗
祭
（
一
一
月
二
〇
日
）
の
年
六
回
の
祭
礼
が
代
表

的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
で
賑
や
か
で
、
御
眷
属
拝
借
も
お
こ
な
う

の
が
春
季
大
祭
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
最
近
は
、
春
季
大
祭
時
に
訪
れ
る
登
山
客
も

増
え
て
き
て
い
る）

27
（

。

　

春
季
大
祭
は
、
五
月
三
日
に
挙
行
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
、
五
月
二
日
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
。
勤
め
人
が
増
え
、
平
日
に
は
参
加
し
に
く
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
必
ず

休
み
に
な
る
祝
日
で
あ
る
憲
法
記
念
日
に
変
更
さ
れ
た
。
当
初
、
宮
司
は
、
祭
日
に

は
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
変
更
に
難
色
を
示
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
了

承
し
、
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

祭
日
は
、
山
仕
事
、
登
山
者
の
安
全
を
祈
願
す
る
城
峰
山
の
「
山
開
き
」
の
期
日

で
も
あ
る
が
、
山
開
き
に
関
し
て
、
現
在
特
に
何
か
行
事
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
た
だ
、
祭
礼
当
日
、
今
日
は
山
開
き
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
氏
子
ら
は
、

皆
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
秋
季
大
祭
の
祭
日
は
、
山
開
き
で
祈
願
し
た

こ
と
へ
、
そ
の
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
「
山
閉
め
」
の
意
味
も
込
め
ら
れ

て
い
る
が
、
氏
子
ら
は
山
閉
め
と
い
う
意
識
を
あ
ま
り
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

さ
て
、
準
備
に
関
し
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
三
月
一
五
日
頃
、
祭
礼
一
ケ
月
前
頃
ま

で
に
返
事
を
く
れ
る
よ
う
城
峰
講
へ
（
二
〇
一
四
年
祭
礼
時
、
十
二
講
程
度
）
案
内

を
出
す）

28
（

。
送
付
す
る
内
容
は
、
案
内
文
（
招
待
者
案
内
は
加
藤
仁
男
氏
作
成
の
も

の
）
の
他
、
代
参
者
名
簿
（
注
文
書
）、
返
信
封
筒
で
あ
る
。
現
在
準
備
は
、
新
船

氏
が
中
心
に
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
案
内
文
と
封
筒
を
用
意
（
新
船
氏
が
役

員
時
代
か
ら
の
慣
例
）
し
た
後
、
会
長
の
と
こ
ろ
へ
持
参
す
る
。
会
長
（
会
長
は
名

簿
管
理
を
し
て
い
る
）
は
、
そ
の
後
住
所
を
記
し
投
函
す
る
。
役
は
持
ち
回
り
で
あ

る
が
、
や
は
り
任
期
を
超
え
て
仕
事
に
携
わ
る
人
が
出
て
し
ま
う
。
一
方
、
そ
う
い

う
人
が
い
な
い
と
運
営
は
安
定
し
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
講
よ
り
、
返
事
が
帰
っ

て
き
た
ら
、
御
眷
属
に
、
講
名
、
氏
名
を
記
す
。
ち
な
み
に
、
近
年
、
毎
年
、
返
事

を
く
れ
る
講
の
数
は
減
っ
て
き
て
い
る
。

（
３
）
春
季
大
祭
当
日

　

現
在
、
春
季
大
祭
は
、
役
職
者
を
含
む
二
〇
人
ほ
ど
の
氏
子
で
運
営
さ
れ
る
と
い
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う
。
春
季
大
祭
で
の
役
割
は
、
城
峰
講
の
代
参
者
の
直
会
の
席
に
お
け
る
接
待
係
、

代
参
者
の
御
眷
属
な
ど
の
対
応
を
す
る
受
付
な
ど
で
あ
る
。
役
割
は
、
四
月
二
〇
日

（
現
在
は
四
月
第
三
日
曜
日
）
に
お
こ
な
わ
れ
る
祈
願
祭
後
の
直
会
兼
総
代
会
の
席

上
で
決
定
す
る
。

　

現
在
は
、
城
峰
神
社
ま
で
車
で
上
が
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
四
〇
年
ほ
ど
前
ま
で

は
、
半
納
か
ら
、
氏
子
も
代
参
者
も
歩
い
て
祭
礼
へ
行
っ
た）

29
（

。
氏
子
・
講
の
人
た
ち

に
と
っ
て
、
神
社
へ
訪
れ
る
だ
け
で
も
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
氏
子
ら

は
、
祭
礼
準
備
品
（
米
、
酒
、
食
材
な
ど
も
）
を
担
い
で
登
っ
た
の
で
あ
る
。
神
楽

を
奉
納
す
る
漆
木
集
落
の
氏
子
ら
は
、
神
楽
道
具
も
担
い
で
上
が
っ
た
（
背
負
子
に

神
楽
の
道
具
を
載
せ
て
、
そ
れ
を
担
い
で
登
っ
た
）。
そ
の
た
め
、
前
日
の
う
ち
に

登
り
、
社
務
所
に
前
泊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た）

30
（

。
そ
の
当
時
は
、
役
に
就
い
て
い
な

く
と
も
、
氏
子
は
ほ
と
ん
ど
祭
礼
に
参
加
し
た
。
当
時
は
、
登
拝
す
る
講
も
多
く
、

近
隣
の
村
人
も
参
加
し
た
。
そ
の
た
め
、
祭
礼
は
大
変
賑
や
か
だ
っ
た
。
現
在
は
、

焼
き
そ
ば
な
ど
を
売
る
出
店
が
一
店
ほ
ど
し
か
出
な
い
が
、
当
時
は
十
店
以
上
出
て

い
た
と
い
う
。
酒
も
皆
多
く
飲
ん
で
、
喧
嘩
も
多
か
っ
た
と
い
う
が
、
娯
楽
の
少
な

い
時
代
、
人
々
に
と
っ
て
、
大
変
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た）

31
（

。

　

そ
の
後
、
林
道
（
城
峰
山
へ
の
林
道
は
、
五
本
あ
る
）
が
出
来
て
、
半
納
ま
で
車

で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
半
納
に
駐
車
し
て
、
そ
の
後
は
歩
く
と
い
う
状
態
が
し

ば
ら
く
続
い
た
。
近
年
に
な
っ
て
、
社
務
所
ま
で
車
で
乗
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

春
季
大
祭
当
日
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
祭
典
が
挙
行
さ
れ
る
。
宮
司
新
井
直
行

氏
、
権
祢
宜
新
井
進
氏
、
助
勤
新
井
直
行
氏
の
従
兄
弟
が
神
事
を
司
る
。
修
祓
、
君

が
代
斉
唱
、
玉
串
奉
奠
、
挨
拶
の
順
序
で
進
む
。

　

城
峰
講
の
代
参
者
は
、
城
峰
神
社
へ
到
着
す
る
と
受
付
へ
ま
ず
出
向
く
。
代
参
者

は
、
地
元
の
講
の
祠
な
ど
に
納
め

ら
れ
て
い
た
古
い
御
眷
属
を
持
参

し
て
お
り
、
受
付
へ
渡
す
。
祈
願

料
（
直
会
の
食
事
代
込
み
）
を
支

払
い
、
食
事
券
受
け
取
り
、
休
憩

所
へ
移
動
し
て
直
会
を
し
て
待
機

す
る
。
そ
の
間
、
新
し
い
御
眷
属

は
祭
典
で
祈
願
さ
れ
て
い
る
。
新

し
い
御
眷
属
が
用
意
さ
れ
る
と
、

そ
れ
を
受
け
取
っ
て
帰
山
す
る
。

氏
子
ら
も
、
春
季
大
祭
当
日
に
御

眷
属
を
受
け
る
。
た
だ
、
現
在
は

氏
子
で
御
眷
属
を
受
け
な
い
人
も
増
え
て
き
た
と
い
う
。
受
付
で
は
、
御
眷
属
受
け

の
他
、
灯
明
料
の
受
付
（
祈
祷
の
受
付
）
も
お
こ
な
う
。

　

直
会）

32
（

は
、
神
酒
・
仕
出
し
弁
当
や
寿
司
（
海
苔
巻
き
・
稲
荷
）
が
振
る
舞
わ
れ

る
。
休
憩
所
の
接
待
係
は
二
〜
三
名
で
あ
る
。
ま
た
、
出
さ
れ
た
食
事
を
、
持
ち
帰

る
代
参
者
も
多
く
い
る
。
代
参
者
の
う
ち
車
の
運
転
手
は
酒
を
控
え
、
残
り
が
飲
ん

で
い
く
と
い
う
。

　

ま
た
、
祭
礼
に
は
駐
車
場
の
鳥
居
か
ら
拝
殿
ま
で
の
参
道
に
千
本
旗
を
立
て
る
と

い
う）

33
（

（
写
真
５
）。

お
わ
り
に

　

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
の
調
査
は
、
筆
者
が
予
て
よ
り
進
め
て
い
る
オ
イ
ヌ
サ
マ

信
仰
の
総
合
的
研
究
の
一
環
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
始
め
た
。
た
だ
、
い
つ
も
、
ま
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ず
は
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
を
支
え
る
寺
社
は
ど
の
よ
う
な
歴
史
、
信
仰
を
有
し
て
い
る

の
か
、
寺
社
の
す
べ
て
を
洗
い
ざ
ら
い
調
べ
挙
げ
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
本
稿

は
、
ま
ず
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
は
ど
の
よ
う
な
神
社
な
の
か
、
そ
れ
を
文
献
、
特

に
聞
き
取
り
か
ら
全
体
的
に
記
し
て
み
た
。
そ
れ
が
、
将
来
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
全

体
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
今
回
ま
と
め
た
結
果
、
見
え
て
来
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
城
峰

山
は
、
千
㍍
級
の
山
岳
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
を
背
景
と
し
た
城
峰
神
社
は
、
山
岳
の

山
腹
に
位
置
し
て
い
る
。
一
般
的
に
里
宮
は
早
い
時
期
に
山
麓
の
集
落
の
中
な
ど
に

成
立
し
て
い
る
事
例
が
多
い
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
山
頂
に
近
い
場
所
が
里
宮
と
し

て
有
り
続
け
た
の
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
そ
こ
が
、
気
候
的
に
過
ご
し
や
す
い
場

所
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
つ
に
は
湧
水
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
見
え
て
き

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
祭
礼
が
お
こ
な
え
る
。
そ
し
て
、
神
職
、
社
守

が
住
む
こ
と
を
可
能
に
す
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
人
々
は
、
そ
の
よ
う
な
神
社
を
ど
の
よ
う
に
日
常
支
え
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
歩
き
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
は
、
そ
こ
へ
到
達
す
る
だ
け
で
も
難

儀
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
そ
れ
を
受
け
て
造
ら
れ
た

林
道
に
よ
っ
て
、
神
社
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
し
か
し
、
不
便
で

あ
っ
た
自
動
車
時
代
以
前
の
時
代
の
ほ
う
が
、
氏
子
を
始
め
、
講
の
人
々
は
、
神
社

を
支
え
る
べ
く
大
い
に
奮
闘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
有
り
様
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
「
日
常
」
は
、
文
献
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。

人
々
の
記
憶
の
中
に
、
留
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
、
こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
今
書
き
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
、
人
々
と
と
も
に
消
え
去
っ
て
い
く
出

来
事
で
あ
ろ
う
。
文
献
の
発
掘
も
、
確
か
に
大
切
で
あ
る
。
た
だ
、
文
献
に
も
記
さ

れ
な
い
よ
う
な
、
こ
の
よ
う
な
出
来
事
は
、
今
書
き
留
め
て
お
か
な
い
と
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
理
由
に
、
特
に
聞
き
取

り
か
ら
得
ら
れ
た
話
を
重
視
し
て
構
成
し
て
み
た
。
た
だ
し
、
聞
き
取
り
の
際
、
人

に
よ
っ
て
記
憶
と
い
う
も
の
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
、
そ
こ
は
、
や
は

り
問
題
が
残
る
。
そ
の
処
理
の
あ
り
方
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
今
後
は
、
聞

き
取
り
調
査
を
多
く
実
施
し
、
集
約
さ
せ
る
作
業
を
お
こ
な
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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註（1
） 

拙
稿
「
狼
信
仰
に
関
す
る
一
試
論
―
狼
信
仰
寺
社
と
そ
の
由
緒
―
」（『
武
蔵
大
学

人
文
学
会
雑
誌
』
一
六
一
（
四
一
―
二
）、
二
〇
一
〇
年
）

（
2
） 

直
良
信
夫
『
日
本
産
狼
の
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
六
五
年
、
平
岩
米
吉
『
狼
―

そ
の
生
態
と
歴
史
―
』
池
田
書
店
、
一
九
七
二
年
、
野
本
寛
一
「
山
犬
信
仰
の
発

生
と
展
開
」（『
焼
畑
民
俗
文
化
論
』
雄
山
閣
、
一
九
八
四
）
年
、
飯
塚
好
「
お
犬

さ
ま
信
仰
と
そ
の
周
辺
―
秩
父
地
方
を
中
心
と
し
て
―
」（『
埼
玉
県
立
博
物
館
紀

要
』
一
五
、
一
九
八
九
年
）、
牧
野
眞
一
「
山
犬
信
仰
の
諸
相
」（
宮
本
袈
裟
雄
編

『
民
俗
宗
教
の
西
日
本
と
東
日
本
に
お
け
る
構
造
的
相
違
に
関
す
る
総
合
的
調
査

研
究
』〈
平
成
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
﹇
総
合
研
究
Ａ
﹈
研
究
成
果
報
告
書
〉、

一
九
九
二
年
）、
拙
稿
「
秩
父
地
方
に
展
開
す
る
狼
信
仰
寺
社
と
そ
の
由
緒
」

（『
動
物
観
研
究
』
一
五
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照

（
3
） 

曽
根
原
正
宏
「
御
炊
上
祭
に
つ
い
て
」（『
埼
玉
神
社
廳
報
』
一
五
三
、
二
〇
〇
〇

年
）
参
照

（
4
） 

城
峰
神
社
は
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
矢
納
に
も
鎮
座
し
て
い
る
が
、
吉
田
石
間
と

は
関
係
が
な
い
。（
拙
稿
「
城
峰
神
社
（
矢
納
）
の
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
と
城
峰
講
」

〈
長
谷
部
八
朗
編
『「
講
」
研
究
の
可
能
性
』
Ⅲ
、
慶
友
社
、
二
〇
一
六
年
〉）
参

照

（
5
） 

拙
稿
『
武
州
三
峰
山
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
他

（
6
） 「
城
峰
神
社
」（『
秩
父
郡
市
神
社
誌
』
埼
玉
県
神
社
庁
秩
父
郡
市
支
部
、
一
九
六

五
年
、
六
三
頁
）、「
城
峰
神
社
」（
埼
玉
県
神
社
庁
神
社
調
査
団
編
『
埼
玉
県
の

神
社　

入
間
・
北
埼
玉
・
秩
父
』
埼
玉
県
神
社
庁
、
一
九
八
六
年
、
一
三
六
八
〜



一
三
七
一
頁
）、「
城
峰
山
」（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
11
埼
玉
県
』
角
川
書
店
、

一
九
八
〇
年
、
四
七
七
頁
）、「
石
間
」（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
11
埼
玉
県
』
一

三
三
一
頁
）「
城
峰
山
」（『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
11
巻　

埼
玉
県
の
地
名
』
平

凡
社
、
一
九
九
三
年
、
六
四
八
〜
六
四
九
頁
）、「
石
間
村
」（『
日
本
歴
史
地
名
大

系
第
11
巻　

埼
玉
県
の
地
名
』
六
五
二
頁
）、
神
山
弘
「
城
峰
山
も
の
が
た
り
」

（『
秩
父　

奥
武
蔵　

山
と
伝
説
の
旅
』
金
曜
堂
出
版
、
一
九
八
五
年
）、
宮
崎
茂

夫
「
猪
狩
・
城
峰
の
お
犬
様
―
埼
玉
県
秩
父
郡
―
」（『
あ
し
な
か
』
一
九
八
四

年
）、
秋
澤
英
雄
「
秩
父
お
犬
様
紀
行
―
城
峰
山
・
両
神
山
・
三
峯
山
―
」『
あ
し

な
か
』
二
三
八
、
一
九
九
四
年
、
吉
田
町
教
育
委
員
会
『
吉
田
町
史
』
吉
田
町
、

一
九
八
二
年

（
7
） 

二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
五
年
、
筆
者
に
よ
る
新
井
直
行
氏
（
城
峰
神
社
宮
司
）、

小
林
和
夫
氏
（
氏
子
総
代
長
）、
加
藤
仁
男
氏
（
元
氏
子
総
代
長
）、
新
井
進
氏

（
神
職
）
へ
の
聞
き
取
り
調
査

（
8
） 

電
波
塔
に
は
、
国
土
交
通
省
の
周
辺
ダ
ム
の
監
視
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
ダ
ム
の
水

位
が
監
視
さ
れ
、
台
風
な
ど
に
よ
っ
て
水
量
が
増
え
た
場
合
の
放
水
な
ど
の
判
断

を
お
こ
な
う
と
い
う
。
川
越
の
事
務
所
で
管
理
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
山
頂
か
ら

直
接
見
え
る
ダ
ム
は
二
つ
で
、
そ
の
他
の
ダ
ム
は
反
射
板
を
利
用
し
て
い
る
と
い

う
（
新
井
進
氏
談
）

（
9
） 「
神
川
町
」
Ｈ
Ｐ

 
http://w

w
w
.tow

n.kam
ikaw

a.saitam
a.jp/kanko/spot/joum

inem
.htm

l

（2016.3.15

）

（
10
） 「
株
式
会
社
ヤ
マ
キ
」
Ｈ
Ｐ

 
http://yam

aki-co.com
/?page_id=42

（2016.3.15

）

（
11
） 「
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
－
Ｙ
Ｇ
Ｏ
－
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」

 
http://m

eisui.sakura.ne.jp/w
ater/archives/1467

（2016.3.15

）

（
12
） 

神
山
弘
「
城
峰
山
も
の
が
た
り
」（『
秩
父 

奥
武
蔵 

山
と
伝
説
の
旅
』
金
曜
堂
出

版
、
一
九
八
五
年
、
一
八
三
頁
、
栃
原
嗣
雄
『
秩
父
の
民
俗
ー
山
里
の
祭
り
と
暮

ら
し
ー
』
幹
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
二
五
二
頁
、
参
照

（
13
） 

上
水
道
完
成
の
記
念
式
典
に
は
、
招
待
者
、
議
員
、
交
流
館
で
う
ど
ん
作
り
を
し

て
い
る
女
性
達
な
ど
が
参
加
し
た
。
加
藤
仁
男
夫
妻
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
買
っ
て

き
て
、
加
藤
氏
が
書
い
た
「
石
清
水
」
の
ラ
ベ
ル
を
手
作
業
で
貼
っ
て
、
上
水
道

の
水
を
入
れ
て
記
念
品
と
し
て
招
待
者
に
配
布
し
た
と
い
う
。
百
本
以
上
は
作
っ

た
と
い
う
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
14
） 

前
掲
「
城
峰
神
社
」（『
埼
玉
県
の
神
社　

入
間
・
北
埼
玉
・
秩
父
』、
一
三
六
八

〜
一
三
七
一
頁
）

（
15
） 

現
在
の
当
主
に
あ
た
る
人
物
は
、
先
祖
の
歴
史
に
興
味
が
あ
り
、
新
井
宮
司
や
埼

玉
県
神
社
庁
な
ど
関
係
者
へ
数
年
前
に
連
絡
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
秩
父

市
街
地
の
自
宅
に
、
神
社
に
関
す
る
古
文
書
類
も
多
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
、
神
社
に
関
す
る
古
文
書
類
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
事
実
、
二
〇
年
ほ
ど
前
、
埼
玉
県
神
社
庁
で
秩
父
郡
の

神
社
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
際
、
当
社
に
史
料
確
認
の
問
い
合
わ
せ
が
来
た
が
、

僅
か
な
史
料
を
知
ら
せ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
史
料
調
査
は
ま
だ
、
お
こ
な
わ
れ
て

お
ら
ず
、
調
査
実
施
の
暁
に
は
、
神
社
の
歴
史
の
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
と
い

う
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
（
新
井
直
行
氏
談
）

（
16
） 

現
在
宮
司
が
神
事
に
来
る
の
は
大
祭
で
、
そ
れ
以
外
の
祭
礼
に
は
直
行
氏
の
叔

父
、
現
在
は
そ
の
子
が
訪
れ
る
（
直
行
氏
従
兄
弟
）

（
17
） 

加
藤
仁
男
氏
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
現
在
も
あ
る
屋
号
が
板
谷
の
、
そ
の
親
戚
筋
の

人
で
、
当
時
「
せ
ん
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
祭
礼
で
、
祝
詞
を

挙
げ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
18
） 

あ
る
年
、
料
理
の
お
礼
の
電
話
を
加
藤
仁
男
氏
の
奥
さ
ん
が
も
ら
っ
た
。
長
電
話

に
な
っ
た
が
、
そ
の
時
、
坂
本
氏
は
「
怖
い
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
と
い

う
。
奥
さ
ん
は
、
そ
の
時
一
人
暮
ら
し
で
、
坂
本
氏
が
誰
か
に
襲
わ
れ
る
と
い
う

怖
さ
を
感
じ
て
い
る
と
解
し
た
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
、
坂
本
氏
は
、
建

物
で
遺
体
と
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
一
人
暮
ら
し
の
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
た
め

か
、
酒
量
も
多
く
身
体
を
壊
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
病
死
で
あ
っ
た
。
怖
さ

と
い
う
の
は
、
体
調
の
悪
さ
、
迫
り
来
る
死
へ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
、
今
は
解
し
て
い
る
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
19
） 

神
社
に
人
が
不
在
の
期
間
、
神
社
は
ほ
こ
り
ま
み
れ
で
汚
れ
て
い
た
。
新
井
進
氏

が
神
職
に
な
っ
た
時
、
新
井
直
行
氏
は
、
掃
除
を
す
る
こ
と
を
奨
励
し
た
こ
と
も

あ
り
、
進
氏
は
、
日
常
、
神
社
の
掃
除
を
徹
底
的
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
当
時
会
長
で
あ
っ
た
加
藤
仁
男
氏
と
奥
さ
ん
も
進
氏
と
一
緒
に
大
掃
除
を
お

こ
な
い
、
社
務
所
の
百
枚
以
上
あ
る
座
布
団
の
カ
バ
ー
を
自
宅
へ
持
ち
帰
り
洗
濯

し
た
と
い
う
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
20
） 
境
内
に
は
、
秩
父
市
所
有
の
コ
テ
ー
ジ
が
あ
る
。
貸
し
出
し
て
得
ら
れ
た
収
入

は
、
一
旦
市
へ
納
入
さ
れ
る
が
、
一
部
は
地
域
に
還
元
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
運
営

は
観
光
協
会
の
職
分
で
あ
る

（
21
） 

城
峰
山
観
光
協
会
は
、
現
在
秩
父
観
光
協
会
は
社
団
法
人
で
あ
る
が
、
そ
の
支
部

と
し
て
吉
田
観
光
協
会
が
、
そ
し
て
そ
の
下
部
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

―113（10）―



る
。
旧
吉
田
町
域
に
は
椋
神
社
の
観
光
協
会
な
ど
が
あ
る
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
22
） 
こ
こ
近
年
の
会
長
は
、
六
代
目
新
井
貞
雄
氏
（
沢
戸
）、
七
代
目
加
藤
仁
男
氏

（
沢
口
）、
八
代
目
新
井
久
雄
氏
、
九
代
目
福
泉
義
次
氏
（
中
郷
）、
十
代
目
小
林

和
夫
氏
（
漆
木
）
の
順
番
で
勤
め
て
い
る
。
新
井
貞
雄
氏
ま
で
は
、
会
長
は
半

納
・
沢
戸
の
人
が
勤
め
て
い
た
。
以
後
は
、
四
つ
の
集
落
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

（
23
） 

他
の
役
職
同
様
会
計
は
一
人
で
あ
る
が
、
会
計
帳
簿
は
二
冊
あ
る
。
一
冊
は
観
光

協
会
用
、
も
う
一
冊
は
神
社
用
で
あ
る
が
、
宗
教
法
人
用
で
あ
る

（
24
） 

前
掲
神
山
弘
「
城
峰
山
も
の
が
た
り
」（『
秩
父 

奥
武
蔵 

山
と
伝
説
の
旅
』
一
七

七
頁
）
参
照

（
25
） 

前
掲
『
新
編
高
崎
市
史 
民
俗
編
』（
五
〇
四
頁
）
に
は
、
高
崎
市
山
名
町
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
高
崎
市
史
民
俗
編
、
四
月
の
堀
浚
い
日
に
、
代
参
六
名
が

登
拝
す
る
。
そ
の
と
き
、
村
に
残
っ
た
隣
保
組
長
が
祠
の
掃
除
、
し
め
縄
な
ど
を

張
っ
た
。
代
参
が
帰
山
す
る
と
お
札
を
配
布
し
て
直
会
を
お
こ
な
う
。
狐
が
憑
い

た
と
き
な
ど
、
よ
く
落
ち
た
と
い
う

（
26
） 

城
峰
神
社
で
は
、
オ
イ
ヌ
サ
マ
信
仰
の
他
、
庚
申
信
仰
も
あ
る
。
境
内
に
は
「
百

庚
申
塚
」
と
い
う
周
囲
18
㍍
の
、
庚
申
と
刻
ま
れ
た
石
が
建
て
ら
れ
た
塚
が
あ

る
。
現
在
城
峰
講
で
最
大
規
模
を
誇
る
高
崎
市
住
吉
町
の
城
峰
講
の
祠
が
あ
る
共

有
地
に
は
、
庚
申
塔
が
あ
る
。
か
つ
て
は
大
変
庚
申
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い

う
。
城
峰
講
が
結
成
さ
れ
た
理
由
は
、
近
代
に
住
吉
町
で
火
災
が
複
数
回
起
こ

り
、
そ
の
火
防
の
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
火
防
の
御
利
益
の
あ
る
オ

イ
ヌ
サ
マ
を
祀
る
神
社
は
も
ち
ろ
ん
、
秋
葉
、
愛
宕
な
ど
数
多
く
あ
る
火
坊
の
御

利
益
を
有
す
る
神
社
の
中
か
ら
吉
田
石
間
の
城
峰
神
社
が
選
択
さ
れ
た
理
由
は
庚

申
信
仰
が
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
前
掲
「
城
峰
神
社
」（『
埼
玉
県
の
神

社　

入
間
・
北
埼
玉
・
秩
父
』、
一
三
六
八
〜
一
三
七
一
頁
）、
拙
稿
「
高
崎
市
住

吉
町
の
城
峰
講
」（『
埼
玉
民
俗
』
30
、
二
〇
一
六
年
）
参
照

（
27
） 

新
井
貞
雄
氏
が
会
長
で
あ
っ
た
時
、
甘
酒
を
祭
礼
で
振
る
舞
う
よ
う
に
な
っ
た

が
、
祭
り
に
来
た
人
以
外
、
登
山
客
に
も
振
る
舞
っ
た
。
女
性
達
が
大
鍋
で
作
っ

た
。
大
変
、
好
評
で
あ
っ
た
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
28
） 

現
在
、
神
社
、
氏
子
と
城
峰
講
と
は
、
春
季
大
祭
の
時
以
外
接
点
が
な
い
。
講
の

こ
と
は
、
神
社
、
氏
子
側
は
、
良
く
分
か
ら
な
い
。
電
話
番
号
も
分
か
ら
な
い
と

い
う
。
前
年
記
帳
し
た
代
参
し
て
き
た
人
の
住
所
へ
送
る
。
ち
な
み
に
、
約
三
〇

年
前
に
は
、
毎
年
役
員
で
日
帰
り
旅
行
を
し
て
い
た
。
あ
る
年
は
、
前
宮
司
新
井

啓
氏
、
権
祢
宜
の
坂
本
高
栄
氏
も
同
行
し
て
、
群
馬
県
富
士
見
村
や
六
合
村
の
城

峰
講
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
講
の
祠
（
藁
葺
き
屋
根
）
で
祝
詞
を
挙
げ
、
皆
で
拝

礼
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
は
、
講
と
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る

（
新
井
直
行
氏
、
小
林
和
夫
氏
談
）

（
29
） 

春
季
大
祭
以
外
、
節
分
祭
な
ど
の
祭
礼
で
も
同
様
で
、
会
長
だ
っ
た
当
時
の
加
藤

仁
男
氏
は
、
祭
礼
以
外
に
も
頻
繁
に
城
峰
神
社
へ
行
っ
た
の
で
、
家
に
あ
ま
り
い

な
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
い
う
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
30
） 

新
井
啓
氏
が
、
宮
司
時
代
の
話
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
宮
司
も
歩
い
て
登
っ
て
い

た
。
新
井
氏
は
祭
礼
が
あ
る
時
は
、
半
納
ま
で
車
で
出
か
け
、
半
納
の
岩
城
家
へ

一
泊
し
、
翌
日
神
社
へ
徒
歩
で
登
っ
た
。
社
務
所
に
二
〜
三
泊
し
て
、
降
り
て
き

て
、
ま
た
岩
城
家
に
一
泊
し
て
帰
る
習
慣
が
あ
っ
た
と
い
う
（
新
井
直
行
氏
談
）

（
31
） 

か
つ
て
は
、
祭
礼
の
時
、
学
校
は
臨
時
休
校
に
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
前
、
祭
礼
の

時
に
子
供
達
は
熊
笹
を
取
っ
て
き
て
、
印
刷
し
た
紙
を
挟
ん
で
登
拝
者
へ
記
念
に

配
布
し
た
と
い
う
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
32
） 

新
井
貞
雄
氏
が
会
長
の
時
、
直
会
の
席
で
城
峰
講
の
代
参
者
の
人
た
ち
を
手
厚
く

接
待
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
次

に
会
長
に
な
っ
た
加
藤
仁
男
氏
も
、
そ
の
精
神
を
引
き
継
い
だ
。
ま
ぜ
御
飯
、
山

菜
料
理
な
ど
を
出
し
て
振
る
舞
っ
た
と
い
う
。
大
鍋
で
ま
ぜ
御
飯
を
作
る
の
で
、

味
は
良
い
。
現
在
は
春
季
大
祭
で
作
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
が
、
中
小
の
祭
礼
時

の
直
会
で
役
員
用
に
作
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
現
在
は
大
鍋
で
な
く
、
炊
飯
器
で

作
っ
て
い
る
。
春
季
大
祭
で
作
っ
て
い
た
当
時
は
、
下
準
備
に
一
週
間
ほ
ど
か

か
っ
た
と
い
う
。
加
藤
家
の
庭
で
、
蕗
を
作
っ
て
こ
れ
を
利
用
し
た
。
タ
ケ
ノ
コ

は
、
裏
に
竹
藪
が
あ
る
も
の
の
、
猪
が
食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
購
入
し
た
。
ウ
ド

も
購
入
し
た
。
大
量
に
必
要
な
の
で
、
秩
父
市
寺
尾
の
直
売
所
の
他
、
そ
の
他
秩

父
の
直
売
所
を
買
い
歩
い
た
と
い
う
。
買
い
に
行
く
と
タ
ケ
ノ
コ
が
店
か
ら
す
べ

て
な
く
な
る
な
ど
、
あ
ま
り
に
も
大
量
に
購
入
す
る
の
で
、
店
の
人
が
何
か
商
売

に
利
用
す
る
の
か
と
驚
い
た
と
い
う
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
二
台
分
は
、
購
入
し
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
か
な
り
の
出
費
に
な
っ
た
が
、
多
く
が
自
費
で
あ
っ
た
。
城
峰

神
社
か
ら
も
、
若
干
費
用
が
支
給
さ
れ
た
が
と
て
も
足
り
な
か
っ
た
。
加
藤
氏

も
、
調
味
料
代
程
度
出
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
言
っ
て
い
た
。
加
藤
氏
は
吉
田
町
議

会
議
員
、
秩
父
市
議
会
議
員
を
し
て
い
た
が
、
秩
父
市
寺
尾
の
知
り
合
い
の
秩
父

市
議
会
議
員
の
人
が
、
善
意
で
加
藤
氏
の
と
こ
ろ
へ
材
料
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
清
酒
二
升
を
お
礼
に
渡
し
、
祭
典
に
も
招
待
し
た
と
い
う
（
た

だ
し
、
招
待
者
は
、
三
〇
〇
〇
円
を
持
参
す
る
の
で
逆
に
赤
字
に
な
っ
て
し
ま

う
）。
頂
い
た
も
の
と
比
較
し
て
、
お
礼
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
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も
持
っ
て
来
て
く
れ
た
と
い
う
。
材
料
が
集
ま
っ
た
後
に
は
、
今
度
は
蕗
を
茹
で

て
剥
く
作
業
、
タ
ケ
ノ
コ
も
皮
を
剥
く
作
業
が
あ
っ
た
。
大
変
な
、
重
労
働
で

あ
っ
た
。
加
藤
氏
は
、
神
社
で
大
祭
の
準
備
が
あ
る
た
め
、
奥
さ
ん
が
一
人
で
、

自
宅
で
黙
々
と
作
業
を
続
け
た
と
い
う
。
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
地
域
の
改
善
セ
ン

タ
ー
で
作
業
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ご
ま
和
え
な
ど
に
し
て
出
来
た
料
理
は
、

タ
ッ
パ
ー
（
大
き
い
も
の
で
、
十
個
く
ら
い
に
な
っ
た
）
に
入
れ
て
神
社
へ
持
っ

て
い
っ
た
。
三
百
〜
四
百
人
分
を
、
作
っ
た
の
で
あ
る
。
神
社
で
は
、
女
性
達
で

盛
り
つ
け
た
。
講
の
人
た
ち
か
ら
は
、
大
変
人
気
が
あ
っ
た
（
加
藤
仁
男
氏
談
）

（
33
） 

節
分
祭
頃
か
ら
、
千
本
旗
の
奉
納
者
を
受
け
付
け
る
。
奉
納
者
は
一
人
が
千
枚
一

組
で
、
数
万
円
を
支
払
う
。
旗
に
は
奉
納
者
の
名
前
が
記
さ
れ
る
。
誰
も
注
文
者

が
い
な
い
場
合
は
「
氏
子
中
」
と
記
し
た
。
年
ご
と
に
担
当
の
集
落
が
あ
っ
た
。

集
落
で
集
ま
り
の
場
を
持
っ
て
、
印
刷
し
て
竹
を
割
っ
て
そ
こ
に
挟
み
込
む
作
業

を
す
る
。
昔
は
全
て
手
書
き
で
あ
っ
た
。「
祈
願
大
願
成
就
○
○
」
＋
「
名
前
」

と
記
す
。
多
い
と
き
は
数
千
枚
も
立
て
た
と
い
う
。
い
つ
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
か
は
、
現
在
で
は
定
か
で
な
い

﹇
追
記
﹈

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
新
井
直
行
氏
（
城
峰
神
社
宮
司
）、
小
林
和
夫
氏
（
氏

子
総
代
長
）、
加
藤
仁
男
氏
（
元
氏
子
総
代
長
）、
新
井
進
氏
（
神
職
）、
そ
の
他
城

峰
神
社
氏
子
の
方
々
に
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
改
め
て
、
お
礼
申
し
上
げ
た

い
。
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